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水戸市の人口　人口…268,389人（男131,477人、女136,912人）　世帯数…125,252世帯　－令和5年4月1日現在　推計（令和2年国勢調査確定値基準）－
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水
戸
城
の
主
郭

◀三階櫓立面図（左）・内部構造図（右）　
　総高19.7ｍ、3層5階。戦前まで全国現存20
天守の一つでしたが、昭和20年の水戸空襲で
焼失しました。
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水戸城天守復元断面図
復元：松島悠

水戸城天守復元立面図
復元：松島悠
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水戸城天守復元断面図
復元：松島悠

水戸城天守復元立面図
復元：松島悠
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２
点
目
は
、
三さ

ん
か
い
や
ぐ
ら

階
櫓
の
構
造
で
す
。「
水
戸
城
に
は
天

守
が
な
か
っ
た
」と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
理
由
は
、

幕
府
へ
の
届
出
を「
天
守
」で
は
な
く「
櫓
」と
し
て
い
た
た

め
で
、
三
階
櫓
は
事
実
上
の
天
守
で
し
た
。

　

そ
の
三
階
櫓
は
、
内
部
構
造
が
非
常
に
奇
抜
だ
っ
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
外
側
は
シ
ン
プ
ル
な
３
階
建
て

に
見
え
て
、
実
は
そ
の
内
部
は
５
階
建
て
。
１
階
部
分
は

ま
さ
か
の
土
間
で
、櫓
内
に
土
足
で
入
る
形
に
な
り
ま
す
。

２
階
で
下
足
し
、
そ
こ
に
現
わ
れ
る
の
は
、
畳
72
枚
分
の

大
広
間
。
し
か
も
、
柱
は
中
央
に
１
本
だ
け
と
い
う
見
晴

ら
し
の
良
さ
で
す
。
上
部
に
ま
だ
３
階
分
あ
り
ま
す
か

ら
、
柱
１
本
で
ど
う
や
っ
て
重
さ
を
支
え
た
の
か
不
思
議

に
思
い
ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ
う
な
変
則
的
な
構
造
の
天
守

は
、水
戸
城
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
外
観
は
控
え
め
で
す
が
、

内
観
は
見
所
た
っ
ぷ
り
。
空
襲
で
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
ま
さ
に
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
天
守
だ
っ
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
水
戸
城
に
は
、
巨
大
な
堀
と
土
塁
な
ど
、
中
世

以
来
の
伝
統
的
な
、
土
づ
く
り
の
迫
力
あ
る
遺
構
が
現
存

し
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。
現
在
は
、
大
手
門
・
二
の
丸

角
櫓
と
い
っ
た
城
郭
建
築
が
復
元
さ
れ
、見
学
ル
ー
ト（
水

戸
学
の
道
）も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
夜
景
も
素
敵
で
す
。
ぜ
ひ
、
城
内
を
ゆ
っ
く
り
散
歩
し

て
、
独
特
の
魅
力
を
堪
能
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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水
戸
城
は
、
標
高
約
30
ｍ
の
細
長
い
台
地
の
先
端
を
利

用
し
て
築
か
れ
た
、
土
づ
く
り
の
平
山
城
で
す
。
築
城
は

平
安
時
代
末
期
～
鎌
倉
時
代
初
め
頃
で
、
県
内
で
も
最
古

級
の
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。
中
世
は
、
馬
場
氏
→
江
戸

氏
→
佐
竹
氏
と
城
主
が
交
代
し
、
江
戸
時
代
に
は
、「
下

の
丸
」、「
本
丸
」、「
二
の
丸
」、「
三
の
丸
」と
い
う
、
４

つ
の
曲く
る
わ輪（

区
画
）が
東
西
に
並
ぶ
、
御
三
家
・
水
戸
徳
川

家
の
居
城
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

一
方
、
同
じ
御
三
家
の
居
城
で
あ
る
名
古
屋
城
や
和
歌

山
城
と
比
べ
て「
貧
弱
だ
」、「
小
さ
い
」と
い
っ
た
声
を
よ

く
聞
き
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
水
戸
城
の
キ
ラ
リ
と
光

る
と
こ
ろ
を
２
点
、
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

１
点
目
は
、
城
内
の
広
さ
で
す
。
水
戸
城
の
主
郭（
中

心
部
）の
総
面
積
は
、
約
55
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
和
歌
山

城
の
主
郭
が
約
21
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
か
ら
、
約
2.6
倍
の
広

さ
で
す
。
県
内
の
城
で
は
最
も
広
大
で
、
土
づ
く
り
の
平
山

城
と
し
て
は
国
内
最
大
級
の
大
き
さ
で
し
た
。

　

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
全
長
で
す
。
水
戸
城
の

全
長
は
東
西
約
１
３
８
０
ｍ
。
全
長
を
測
定
し
に
く
い
山

城
を
除
く
と
、
１
位
の
大
坂
城（
約
２
７
０
０
ｍ
）、
２
位

の
江
戸
城（
約
２
２
５
０
ｍ
）、
３
位
の
名
古
屋
城（
約
１

４
４
０
ｍ
）に
次
ぐ
第
４
位
に
な
り
ま
す
。
1.3
㎞
も
続
く

水
戸
城
の
長
い
城
壁
や
櫓
や
ぐ
ら
は
、城
下
町
か
ら
見
上
げ
る
と
、

さ
ぞ
壮
観
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

作図：松島悠（水戸市立博物館『水戸城遙かなり』より）
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